


パネル各部の説明
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-発振器部

① [WAVE FORM] :正弦波 /矩形i皮の切替スイッ

チです。

② [FREQUENCY] :ここで測定周波数を設定しま

③す。主要 6周波数x4レンジ (20Hz-150kHz) 

で、使い易い設定になっています。

④ [ATTENUATOR] : 1500T型の抵抗減衰器で

す。 20dBX3ステップで最大60dBの減衰が出来

ます。 また、出力ゼ、ロの IOFFJ ポジションが

あります。

⑤ [FINE] :出力微調整用のVRです。

⑥ [OUTPUT] :出力端子です。出力インピーダン

スは0-5380です。信号のアース側は他の回路、

ケース等から完全に分離(フローティング) し

ています。

.信号測定器部(パワー/電圧/ノイズ、/歪率計部)

回 [INPUT] :入力端子で、入力インピーダンスは

1MOです。

国 ファンクション・スイッチです。電圧およびパ

ワ一、ノイズ¥歪率等の測定項目を選択します 0・IW・V.dBV J :ここで、電圧、パワ ー、信
号レベノレ、雑音レベル、歪率をiJllJ定します 0・IDISTORTION J :歪率を測定します。・INOISEJ :聴感補正用A特性フイノレタを通し
た雑音電圧が測定されます。
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団信号測定用の30VFS-0.1mVFSの12レンジ電圧

言十です。パワー、 信号レベル、歪率も測定します。

回 [DISTORTION] :項目と測定周波数を設定 しま

す0・IL . CJはレベルチェックの略です。このポ
ジションと上部の [W.V]のスイッチによっ

て入力レベル(電圧、パワー)を確かめます 0・IL. SJはレベルセットの略です。このポジショ
ンと上部の [L.S]のVRにより測定のため

のレベルセットを行います。・1100/1 k /10kJのポジションではそれらの周
波数のトータノレ歪率 (THD)が測定されます。・11kH2J のポジションでは 1kHzの第 2、
11 kH 3Jでは第3高調波が測定されます。

日 [W・V]:レベノレチェックとレベルセットのため

の、入力レンジ切替器です。

(歪E軽視IJ定時の入力抵抗は、 10Vレンジ以下は l

MOですが、 30Vレンジのみは10kOですから注

意してください)

固 [L. S] :レベルセットのアジ、ヤスターです。 こ

のVRでメーターの指針をVマークに合わせます。

園 [DISTORTION OUTPUT] :歪成分が交流信

号で出ます。

回 [GND] :信号iltlJ定器部およびケースのグランド
て子す。



使用法

1.基本的な接続

(1) 発振器出力を測定する回路に入力し、その

回路の出力を信号測定器部に入力します。

(2) 発振器部の周波数を設定します。

(3) ファンクション・スイッチて羽IJ定項目を選

択します。雑音レベル、歪率以外はすべて

IW. V. dBV Jポジションで測定します。
2. 周波数特性の測定

(1) 一般には出力の偏差をdB目盛で読み取り

ます。 (dBV目盛は、 1Vを基準とした信
号レベノレで、す)

3. パワーの測定

(1) アンプ出力を 8.0のダミー抵抗に加え、そ

の両端の電圧を測定します。ダミーが4.0

のときは読取値を 2倍、 6.0のときは1.33

f音 (8/6) します。
(2) 150W以上の測定のときは、低歪率の抵抗

減衰器 (900.0/100.0の金属皮膜抵抗使用

のアッテネータ等)を通して測定します。

(3) 電圧計 1Vレンジでは、パワー計は0.15

WFSです。以下同様に10dB下げる毎にパ

ワ一言十のフルスケーノレは1/10になります。

4. SN比の測定

(1) ファンクション・スイッチの IW.V ・

dBJポジションで信号レベノレを読みます。

(通常 1kHzを使用します)

(2) アンプの入力端子をショートします。(ま

たは 1k.oでターミオ、ートします)

(3) ファンクション・スイッチをノイズ(A)に入

れて雑音レベルを読みます。信号レベルと

の差がSN比です。(このときの雑音量は
聴感補正用A特性のフイノレタがかけられ

ています)

5. トータル歪率 (THD)の測定 i

(1) ファンクション・スイッチ(8)を「テ守イストー

ション」に入れます。

(2) 1ディストーション」のスイッチ(10)を IL・
cJ (レベルチェック)ポジションにする
と入力されている信号が表示されます。測

定レンジの切替えは IW.vJスイッチで
行 L、ます。ここで信号の電圧、またはパワー

を石室認します。

(3) 1ディストーション」のスイッチを IL.SJ 
(レベノレセット)ポジションにしてレベノレ

セットを行います。「レベルセット」の

VRを調整してメーターの指針を IL.SJ 
の三角マーク 1'"Jに合わせます。

(4) 1ディストーション」のスイッチを信号周
波数(IOOHz/1 kHz /10kHz) に合わせ

ますと THD(トータノレ・ハーモニック・

ディストーション)が表示されます。

「注」 ここの THDは「第 2高調波ー第10

高調波の合計とその帯域内の雑音のトータ

ノレ」を指します。ただし、測定周波数以下

の帯域でハム等の大きな雑音成分があると

その影響を受けますので注意してくださ L、。

6. 1 kHzの第 2、第 3高間波の測定 i

(1) 1ディストーション」スイッチの 11kHzJ 
のポジションでは 1kHzの第2高調波を、

11 kH 3Jでは同じく第 3高調波を測定出

来ます。(レベノレセットの手順はTHD測

定と同じです)

この高調波別の測定はノイズの影響を受け

にくいので、測定精度が上がります。

7. 歪成分の分析

(1) 1デFイストーション・アウトフ。ツト」には
歪成分の信号が出ていますから、これを

FFT、波形分析格轄を使用して分析します。

(2) 1ディストーション・アウトプット」の出
カレベルは IFS時=0.316VJです。
「例」 歪率測定レンジが0.01%に置かれ、歪

成分により指針がFSを指したとすると、

「ディストーション・アウトプット」端子

には 1Vの電圧が出てきます。 したがっ

て、 FFT、周波数分析機の入力を0.316V=

0.01%に校正すればOKということです。
8. CR部品の測定

(1) コンデンサ、抵抗等の部品の歪率測定は、

発振器より直列に低ひずみ率抵抗を通して

被測定部品に信号を流し、その部品の両端

の電圧で歪み測定をします。低歪率抵抗に

は金属箔抵抗が使利です。

(2) 直列抵抗は 1k.o -10k.oとし、被測定部

品のリアクタンスに近い値を選定します。

(3) 部品の歪率の差は100Hz-1 kHzあたりが

よく分かります。また、 iftlJ定電圧の高い程、
歪率は大きく出ますので、発振器出力は常

に最大で使用します。

(4) 歪率計の入力側から見た信号i原インピーダ

ンスが高くなるに従い、ノイズ、残留歪率

が増加しますので注意してください。

「例:コンデンサ測定回路」

(抵抗とコンデンサの位置を逆にしてもよ L、)

1kHz 

l低歪抵抗(金属箔等
HOT 



仕様

-発娠器鮪

1.周波数

2. 最大出力

3. 周波数確度

4. レベソレ偏差

5. 歪率

6. 矩形波振幅

7. 矩形波立上り

8. 出力インピータ守ンス

9. 最小出力負荷抵抗

10.アッテネータ

11.レベル調整

12.出力アース

20Hz -150kHz 

(20 /30 /50 /70 /100 

/ 150Hz x 1 /10/100 

/1 k) 

10Vrms以上

::!::1.5% 

::!::0.2dB以下

別表残留歪率表参照

::!::3.0V 

0.4μV 

0-538.0 

600.0 

150.oT型20dBx 3及
びOFF
40dB以上 (Aカーブ)

フローテインク守

(ケース、電圧計部から

絶縁)

-電庄計、パワー計、ノイズ計部

1.測定範囲 30VFS-0.1mVFS 

2. 周波数範囲

12レンジ

20Hz -150kHz 

(一0.5dB>
3. 入力インピーダンス 1M.o 
4. ノイズ7・フイノレタ

5. モニター出力

-査率計部

1.測定方式

2. 測定周波数

3. 許容周波数誤差

4 入力電圧範囲

IHF-A型
FS時 0.316V 

フィルタによる無同調

測定方式

100Hz、1kHz、10kHz

::!:: 2 % (基本波減衰度

120dB以上)

O.lV以上30V(rms) 

以下

5. 入力抵抗

6. 歪率ì~lj定レンジ

7. 歪成分 (THD)

8. 高調波測定

9. 残留歪率

10 歪率測定誤差

11.モニター出力

-その他

1.寸法

2.重量

3 電源

-残留歪率

1 M.o (10Vレンジ以
下)

10k.o (30Vレンジ)
30%-0.001%フルス

ケーノレ12レンジ

第2高調波一第10高調

波及びその帯域内の雑

音

1 kHzの第 2、第3高

調i皮

別表残留歪率表参照

::!::1.5dB以下

歪成分出力

(FS時 0.316V)

220H x 200W x 170D 
(僅体寸法)

4.0kg 

AC100V (50Hz /60Hz) 

発振器出力を直接歪率言十で測定した値て¥TH

D は第 2高調波~第10高調波しその帯域内の雑

音の合計値です。(数値は最大値です)

1 • トータル歪率 (THD)

2.高調波歪率 (1kHz) 
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